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内容は水産研究課ホームページ
 http://www.pref.tokushima.jp/tafftsc/suisan/でも公開しています。
更新は、原則として火曜日夜間におこないます。
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２．地先水温

　最近7日間の地先水温は、鳴門地区は「やや高め」の15.4℃～16.2℃、日和佐地区は「平年並み」の
18.2℃～18.7℃、牟岐地区は「やや高め」の18.7 ℃～19.4℃で、いずれの地区でも緩やかに上昇した。

※平年並み：平年値±0.5℃未満、やや高め／やや低め：平年値±0.5℃以上1.5℃未満、高め／低め：平年値±1.5℃以上
2.5℃未満、かなり高め／かなり低め：平年値±2.5℃以上

※平年値　鳴門地区：1981年～2015年の平均値、日和佐地区：1982年～2015年の平均値、牟岐地区：1991年から
2015年の平均値

３．週間予報
　黒潮は、潮岬沖で「接岸」、室戸岬沖で「やや離岸」で推移する見込み。地先水温は、鳴門地区で「やや
高め」～「高め」、日和佐地区では「平年並み」で推移する見込み。　

海況

１．周辺海域の水温

　下に、5月10日時点の海況図を示した。

　黒潮は、室戸岬沖でやや離岸（前週接岸）、潮岬沖で接岸（同接岸）している。　

　黒潮本流の表面水温は22℃～24℃台である。

　紀伊水道外域では、和歌山沿岸で暖水の入り込みが、海部沿岸では内海系水の南下が見られる。

　　徳島沿岸の表面水温は、播磨灘で16℃～17℃台、紀伊水道で17℃～18℃台、海部沿岸では18℃～
20℃台である。

　



１．紀伊水道（標本漁協：３）
　全体の漁獲量は、出漁日数の減少もあり前週から大きく減った。
　船びき網はシラスが大きく減ったものの56㌧水揚げされた。
　延縄では、ハモが前週並みの3.8㌧、タチウオは大きく減ったものの1.7㌧水揚げされた。
　小型底びき網では、いとより類がやや減ったものの1.0㌧、ハモが大きく増えて1.2㌧水揚げされた。

２．海部沿岸（標本漁協：４）
　全体の漁獲量は前週並み。
　小型定置網では、カタクチイワシが前週から大きく減ったものの9.7㌧、マアジが前週並みの1.2㌧水揚
げされた。マルソウダは大きく減って0.2㌧の水揚げにとどまった。
　大型定置網ではマルソウダが前週並みの3.9㌧、メジロが大きく増えて3.3㌧、いわし類が大きく増えて
1.6㌧水揚げされた。前週まで特大主体に多く水揚げされていたマアジは、引き続き特大主体であるもの
の大きく減って0.6㌧の水揚げであった。

漁況

※　前週比　200％以上：↗↗、120％～200％：↗、80％～120％：→、50％～80％：↘、前週比50％未満：↘↘
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